[bookmark: _Hlk210127874]地域産業ＡＩ・ＤＸ課題解決専門プログラム申込書

　　年　　月　　日
依頼先（甲）
広　島　大　学
ＡＩ・データイノベーション教育研究センター長　殿

　　　　　　　　　　　　　      　　　　　依頼者（乙）
住所　　
　　　　　　　名称　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

[bookmark: _Hlk210029390]裏面に記載の｢地域産業ＡＩ・ＤＸ課題解決専門プログラムの実施に係る条件についての規定｣を承諾の上、以下のとおり、本プログラムの受講を申し込みます。
	プログラムの課題（テーマ）
	

	目的及び内容
	目的：


	
	内容：



	プログラムの予定期間
	
[bookmark: _GoBack]　　　　2026年 　月　　日　～　2027年　3月31日
 

	受講料
	　１００，０００ 円（消費税及び地方消費税を含む）

	担当コーディネータ氏名
	（記載不要）

	依頼者
連絡先
	法人名等
	

	
	部署・氏名
	

	
	TEL
	

	
	E-Mail
	

	
	住所

	（〒　　　　　）

	特記事項



	


 






地域産業ＡＩ・DX課題解決専門プログラムの実施に係る条件についての規定


（目的）
第1条 　本規定は、広島大学が教育プログラムとして実施するＡＩ・DX課題解決プログラムの実施に当たっての諸条件及び本教育プログラムの実施に伴い開示される双方の秘密情報や成果の取扱い等を定め、もって本件教育プログラムを円滑に実施し、所期の目的の達成に寄与することを目的とする。

（本教育プログラムの実施）
第2条 　甲は、乙からの要請に基づき、誠意をもって本教育プログラムを実施する。

（受講料）
第3条 　受講料は、甲乙双方の合意のうえ、有償の教育プログラムとして実施するものとする。
　２　　　受講料は、本申込を承諾した月に請求書を発行し、翌月末までに支払うものとする。

（保証）
第4条 　甲は、甲が行う本教育プログラムの成果・効果について、一切の保証は行わない。

（秘密保持）
第5条 　甲は、本教育プログラムの実施にあたり乙より開示または提供を受け又は知り得た技術上及び営業上の一切の情報（以下「本件技術情報等」という。）について、公知である情報を除き、乙の事前の同意がない限り、これを第三者に漏洩開示してはならない。
　２　　　乙は、甲による本教育プログラムの内容について、甲の事前の同意がない限り、これを第
三者に漏洩開示してはならない。

（公表）
第6条　　本教育プログラムは、文部科学省の「令和７年度補正予算産学連携リ・スキリング・エコシステム構築事業ステム教育支援事業」の支援を得て実施するものであることから、乙の競争条件等に配慮したうえで、甲は、本事業が、教育プログラムであるという前提を踏まえて、その成果・効果について報告・公表できるものとする。

（その他）
第6条 　本規定に定めのない事項又は本規定の内容に疑義を生じた事項については、甲乙誠意をもって協議し、解決を図るものとする。


以上


























[bookmark: _Hlk210128225]地域産業ＡＩ・ＤＸ課題解決専門プログラム承諾書



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　      　　　　
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
名　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　殿　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広　島　大　学
AＩ・データイノベーション教育研究センター長　




年　月　日付けで申し込みのあった地域産業ＡＩ・ＤＸ課題解決専門プログラムの実施については、承諾します。なお、当該教育プログラムの実施に当たっては、申込書の裏面に記載｢地域産業ＡＩ・ＤＸ課題解決専門プログラムの実施に係る条件についての規定｣に基づいて実施します。


以上

